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おやゆびさんは、タンタンの　
みぎてのおやゆび。

おかあさんの　おなかのなかに　
いたときから　いっしょです。
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もうすぐ３さいになるタンタン。 
すくすく　そだちました。
おきがえが　できるよ。
ごはんも　じょうずに　たべるよ。
すっかり　おにいちゃんになったね。
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でも、おやゆびさんは、しっています。
タンタンは、まだ　ちょっと　あまえんぼう　なのです。
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ちゅぱっ。
ちゅぷちゅぷちゅぷ。
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ゆびしゃぶりをする　タンタンをみて
「あかちゃんみたいー」
と　ルウちゃんが　いいます。

「ルウちゃんは、もうしないの？」
タンタンは、たずねました。

「しないよ。ゆびしゃぶりするのは、あかちゃんだもん」
「そうなんだあ」
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（いつまでも　あかちゃんは　いやだなあ）
タンタンは、ゆびしゃぶりを　
やめようと　おもいました。

でも、つい　しちゃうんです。
ちゅぷちゅぷすると　おちつくんだよねえ。
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おやゆびさんは、しんぱいです。
ルウちゃんだけじゃなくて
リオくんも　ミッキーも
もう　ゆびしゃぶりは、していません。
タンタンだけ　おくれてる？
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おやゆびさんは、おかあさんに　うったえました。

「ねえ　おかあさん　いいの？　
このままじゃ　よくないよね！」

おかあさんは、そうねえー　
と　かんがえて

「まだ　いいかなあ。
タンタンは、のんびりさんだから」
と　にこにこ　わらいます。
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「えー　ほんとうに　ほんとうに　ほんとうに？！」
おやゆびさんは、やっぱり　しんぱい。
このままずっと　あかちゃんみたいだったら
たいへんじゃないの？！
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「いいのよいいのよ。
　ねんねのときだけだからね」

「でも、でも、でも〜」
ちゅぱ　ちゅぷちゅぷちゅぷ。
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タンタンは、4 さいになりました。
いまも　のんびりさんで
ちょっと　あまえんぼう。
でも、もう　ゆびしゃぶりは　しませんよ。

おやゆびさんはね
（たまには、ちゅぷちゅぷしてほしいなあ〜）
なんて　おもうのです。
おやゆびさんのほうが　あまえんぼうね。

おわり


